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趣味で撮った動画の編集にトライしてみました。
スマートフォンで体感的に操作でき，気ままにや
ってもそれなりの見た目に仕上がるアプリの性能
に，今さらながら驚かされます。今回の連載にあ
る練馬光が丘病院のバーチャル病棟のような技術
が，実験的に医療にも活かされ，ある程度一般利
用レベルにまで広がりつつあることを知りました。
日進月歩の技術は，ある日，勝手に向こうからや
ってくる気さえします。大いに期待する気持ちが
ある一方，自分のスマホ画面の先で起こっている
ことは想像を超え，少しばかり不安になってしま
うこともあります。もう一方の織田病院の，地域
とともに歩む「医療DX」の道のりにも別の感銘を
受けました。ご高齢の方にとっては「タッチパネ
ル」より，「慣れ親しんでいる自宅のテレビ」での
ビデオ通話，というのに，響くものがありました。
さて，「ふな釣り」から「AI」まで，画像診断の世
界にどっぷり浸れる1冊をお楽しみください。
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Part 1 病態編①　 シナリオ別に考える発熱
患者・感染症への対応

 1． 抗菌薬が効いていない !?　3つの軸で
整理する

 2． 術後患者の発熱
 3． 悪性腫瘍と発熱：複雑化する担がん患
者対応のアップデート

 4． 化学療法中の患者の感染症予防
 5． 顆粒球減少患者の発熱
Part 2 病態編②　 パターン認識でとらえる

発熱・感染症
 6． 中枢神経症状と発熱
 7． 関節炎と発熱
 8． リンパ節腫脹と発熱
 9． 肝機能障害・黄疸と発熱
 10． 陰囊痛と発熱，尿道炎から尿路抗酸菌症
Part 3 微生物編
 11． 血液培養からグラム陽性菌，あなたな
らどうする

 12． 血液培養からグラム陰性菌，真菌，あ
なたならどうする

 13． いまさら聞けない血液培養の疑問

Part 4 薬剤編
 14． 内科医が知っておきたい抗菌薬・抗真
菌薬の副作用，薬物相互作用，TDM

 15． 新しいグラム陰性桿菌用の薬剤を整理
する

 16． “Pros and Cons”エビデンスに基づ
いて長期抗菌薬投与が必要な病態の経
口薬スイッチの妥当性を検討する

Part 5 検査編
 17． グラム染色の実際
 18． Rapid diagnostic testを理解する
 19． この感染症検査の解釈，正しくできて
いますか

 20． このバイオマーカーの解釈，正しくで
きていますか

Part 6 感染管理編
 21． SSI予防のエビデンス
 22． 経路別予防策のエビデンス
 23． カテーテル関連血流感染症予防のエビ
デンス

Part 7 キャリア編
 24． 日本で感染症医として活躍するには

本誌の特集で感染症の話題を扱うのは，2013年，2017年に引き続き
今回で3回目です。1回目の特集では，感染症診療の総論から臓器
システム別に代表的な感染症が扱われ，2回目の特集では，トラベ
ル・AMR・免疫不全といったトピックに加え，1回目に扱われなか
った複数の病態，疾患にフォーカスが当てられました。
今回の特集では，これらとの内容的重複を極力避けながら，日常

臨床での遭遇頻度が高く，かつ総合内科医が頭を悩ませそうなクリ
ニカルクエスチョンを念頭に章立てを行う，プロブレムベースの構
成をとっています。
病態編（シナリオ別，症候パターン別），微生物編（主に血液培

養陽性に対する対応），薬剤編，感染管理編に分け，全体のバラン
スをとりながら，エビデンス，各種ガイドラインに基づいた記載を
軸に，普段行っている日常臨床の科学的根拠を掘り下げ，主なター
ゲットであるホスピタリストを志す若手医師が，明日からの診療に
応用できる特集を目指しています。
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